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会議の名称 令和４年１０月定例教育委員会

日 時 令和４年１０月６日（木）

午前９時から午前１１時まで

場 所 北庁舎２階 第５会議室

出 席 者

教育長 大澤孝明

委員 安藤京子

委員 細川修

委員 川上雅也

委員 宗絵美子

事務局

教育部長 浦川正

教育部次長 川本保則

教育総務課長 貝沼圭子

教育総務課指導室長 大井雅夫

生涯学習課長 粕谷庸介

生涯学習課文化の家館長 籾山勝人

生涯学習課課長補佐 山田克仁

（スポーツ担当）

中央図書館長 二之部香奈子

給食センター所長 加藤哲

みどりの推進課長 山本一裕

みどりの推進課主幹 青山均

（平成こども塾担当）

教育総務課課長補佐兼施設係長 大橋勝芳

教育総務課庶務教育係長 宇井正幸

傍 聴 者

１人

会議の公開・非公開

一部非公開

審議の概要

１ 決定承認事項

なし

２ 報告事項

⑴ 後援・推薦名義専決処分の報告
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⑵ 教育委員会及び関係各課からの報告

３ 決定承認及び報告事項【非公開】

⑴ 学区外就学許可の認定

⑵ 就学援助認定者数報告

４ その他

議事録署名者

安藤委員

議事録

教育長 令和４年１０月定例教育委員会を始めます。

９月２９日に長久手小学校でカーボンニュートラルはじめの一歩の

植樹を行いました。植樹は、日東工業株式会社様に協力をいただい

て市内全小中学校で実施します。

１０月１日に子ども議会が開催され、小中学生１８人が参加しまし

た。１０月３日には全国大会に出場した中学生６人が市長表敬訪問

を行いました。２学期は、修学旅行や体育祭が開催されるなど、行

事がたくさんあります。

１０月１日から新たに教育委員になられた宗委員から御挨拶をいた

だきます。

委員 この度、長久手市教育委員を拝命いたしました。これからどうぞよ

ろしくお願いします。

教育長 教育長職務代理者の指名について、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第１３条第２項において、「教育長に事故があるとき、

又は教育長が欠けたときは、あらかじめその指名する委員がその職

務を行う。」と規定されております。

９月３０日の任期満了により前任者が退任されましたので、１０月

１日付けで安藤委員を職務代理者として指名していますのでよろし

くお願いいたします。

本日の議事録署名者は、安藤委員となります。

それでは、議題に沿って議事を進行します。

今回決定承認事項はありませんので、報告事項に移ります。後援・

推薦名義専決処分の報告について教育総務課から説明をお願いしま

す。

（資料１に沿って説明）

委員 継続の事業をみると、新型コロナウイルス感染症の影響だと思いま
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すが、前回の開催が数年前であり、久しぶりに開催されるようでと

ても良いと思います。

教育長 続いて教育委員会及び関係各課からの報告です。生涯学習課から説

明をお願いします。

（資料２に沿って説明）

教育長 昨年６月に愛知県芸術劇場と「劇場と子ども７万人プロジェクト」

のパートナーシップ宣言を行い、その取組として９月２８日に長久

手小学校の６年生が劇場に招待され、パイプオルガンの演奏を聞き

ました。本物に触れることはとても大切だと改めて思いました。

委員 ９月２日から４日まで文化の家で ART SHOPが初めて開催されま
したが、今後も継続しますか。

事務局 こうした事業が続けられると学生の励みにもなるという意見をもら

っていますので、今後も継続するのか検討したいと思います。

委員 ハイキングコンサートは、雨天でも開催しますか。

事務局 会場は変更することになるかと思いますが、雨天でも開催する予定

です。

委員 最近は、音楽に親しむ機会がインターネットだったりするので、生

で音楽が聴ける機会があることはとても良いと思います。ハイキン

グコンサートは、定員がありますか。

事務局 定員は３０人で、すでに予約で埋まっています。

委員 長久手市は自然が近くにありますので、このような長久手ならでは

の企画を立てられてすごいなと思いました。下旬には小学校音楽鑑

賞会が開催されますが、学校から文化の家に来てもらう際は、バス

で移動しますか。

事務局 学校との距離によります。近い学校は徒歩です。

委員 広報ながくてにスポーツ鬼ごっこの記事が掲載されており、楽しそ

うな記事でしたのでとても良かったと思いました。

教育長 先日、西小学校でボッチャの体験会が開催され、パラリンピックに

出場した選手も参加してくれて、とても良い体験になったと思いま

す。

委員 ニュースポーツフェスティバルは、親子で参加なのか、子どもだけ

の参加なのか、どのようですか。

事務局 どなたでも参加できます。

委員 親子で開催すると盛り上がり親子のコミュニケーションもとれます

ので、今後親子を対象とした企画を考えていただきたいと思います。

委員 先日、愛知県からボッチャの審判講習会の案内がありましたが誰か

参加しますか。

事務局 今のところ参加の予定はありません。
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委員 審判講習を受けた人がいるのか把握はしていますか。

事務局 スポーツ推進委員には講習を受けた人はいません。

委員 学校開放で体育館を使用するときに壊れている備品がありますが、

管理はどこがしていますか。

事務局 学校で管理しているものと、生涯学習課が管理しているものと混在

しています。

委員 もう少し管理を明確にしていただくと良いと思います。杁ケ池体育

館のアリーナを使用する際の１００人という人数制限はまだありま

すか。また、大会などを開催する際は、無観客となりますか。

事務局 無観客とはしておらず、観客を含めて１００人としています。

教育長 続きまして、平成こども塾から説明をお願いします。

（資料３に沿って説明）

委員 １０月３０日に実施予定の南木曽木工教室は、南木曽町が長久手市

の友好都市ということで企画されたのですか。

事務局 そのとおりです。南木曽町とは、他のプログラムでも連携しており、

南木曽町の木工所の方に講師をお願いし、実施するものです。以前

は、実際に平成こども塾に来ていただいていましたが、現在は、新

型コロナウイルス感染症の影響で、平成こども塾の職員が事前に作

り方を教わり、講師をしています。また、木材も南木曽のものを使

用しています。

委員 木工教室は実用的なものを作るプログラムとなっており、とても良

い企画だと思います。

委員 食のプログラムが実施されていて、とても良いと思います。おこし

もの作りはどのように行いますか。

事務局 手袋をして自分でおこしものの型に入れて作っています。その場で

は食べず、家庭に持ち帰ってもらっています。

委員 おこしもののような地域性のあるものを作っているのは、とても良

いと思います。餅つきはどのように行いますか。

事務局 今後、学校と協議して実施方法を検討したいと思います。

委員 いろいろと準備に苦労することがあるかと思いますが、食のプログ

ラムは子どもたちにとってとても楽しいものだと思いますので、引

き続きお願いしたいです。

また、進捗状況管理表「学校連携プログラム実施事業」の一番下の

項目のボランティア講師は集まっていますか。

事務局 現在までに４人のボランティアが集まりました。過去に平成こども

塾のプログラムに参加していた子が、大きくなって今度は講師とし

て参加している人もいます。

教育長 続きまして、中央図書館から説明をお願いします。
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（資料４に沿って説明）

委員 中央図書館には、新聞は何紙ほど置いてありますか。

事務局 １０紙ほどあります。

委員 最近は、新聞を読む若い人が減っているようですので、新聞に関す

る企画をしてもらうと良いと思いました。

事務局 学校連携事業で小学校から時事ニュースを小学生に伝える良い方法

はないかと相談があり、「ニュースがわかる」という雑誌を紹介し

ました。

委員 新聞を題材とした授業を行っている地域もあるようですが、長久手

市はどうですか。

事務局 小学校で、新聞の紙面を作るという授業を行っています。

委員 閲覧室内企画展示の長久手高校との連携は、貸出回転率が４６３％

と非常に高く、とても良い企画だと思いました。

委員 出産のため一時的に地元に帰省している人など地域とつながりがな

い人が、講座などに参加してもらうことはなかなか難しいかと思い

ますが、おはなし会に参加すると気持ちが楽になったりすると思い

ますので、ぜひそういった催しを企画していただきたいと思います。

教育長 続きまして、給食センターから説明をお願いします。

（資料５に沿って説明）

委員 小学生は、秋以降食べる量が増え始めますが、しっかりとごはんを

食べてもらえるようにパンの回数が少ない献立となっており、とて

も良いと思います。一方、保育園の献立を見ると、パンの回数が少

し多いという印象を持ちました。洋風メニューにもごはんは合いま

すし、朝ごはんにパンを食べる子も多いと思いますので、ごはんの

回数を増やしていただけたらと思います。

アレルギー対応は、実際に食べている現場を見てもらい、来年度の

取組に生かしてほしいと思います。

教育長 続きまして、教育総務課から説明をお願いします。

（資料６に沿って説明）

委員 過労死に関して、残業時間だけではなく、いろいろなものが影響し

ているという情報が出てきていますが、今後の国の方針がどのよう

になるのか気になります。また、民間業者がＰＴＡの代行サービス

を始めたという記事が出ていました。今年の５月から始まり、今ま

でに５０件ほどの問合せがあるようです。それから、国際連合の障

害者権利委員会から、日本の障害児を分離した特別支援教育に関し

て勧告が発表されました。特別支援学校の教員にも話を聞きました
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が、自分たちが行っていることを否定されているようでつらいと言

っていましたが、保護者が特別支援学校を希望して入学する子ども

も増えてきているようです。

教育長 過労死に関して、時間だけではないということですが、何か工夫し

ている点はありますか。

事務局 校長会や教頭会で在校時間についての注意喚起はしていますが、今

後は、全教員と面談を実施していきたいと考えています。

教育長 コミュニケーションが重要だと思います。また、先日の子ども議会

でもＩＣＴに関する質問が出ています。そうした声を聞きながら、

今後も各事業に取り組んでいってほしいと思います。

委員 土曜塾とは、どのような事業ですか。

事務局 地域学校協働本部で実施していますが、もっと学習したいという小

学生を対象とし、大学生ボランティアに協力いただきながら土曜日

に学習支援を行っているものです。

委員 ９月に実施した土曜塾の参加状況はどのようでしたか。

事務局 ９月１０日は児童が１人で大学生ボランティアが０人、９月２４日

は児童が３人で大学生ボランティアが２人でした。

教育長 他に御意見等なければ、これ以降の内容は非公開としてよろしいで

すか。

委員 （異議なし）

教育長 それでは、公開部分の教育委員会を終わります。


